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論文審査の要旨 

 

高齢化の進行に伴い、肺癌症例が増加してきており、種々のリスクを持ちつつ肺切除術

を受ける症例も多い。また、一見して周術期リスクが低いと見積もられても、術後合併

症を来たし、管理に難渋することも稀ではない。 

本研究では、術前階段昇降試験にて運動耐容能が十分に保持されており、通常は周術期

合併症リスクが低いと見積もられる集団（90 症例）に対して、術前に心拡張能の指標で

ある E/e’と周術期の指標との関係を検討した。 

E/e’の値により左心室拡張機能を三群に分け比較したところ、E/e’>12 の群において、

術後酸素投与期間、ICU 滞在日数、入院日数が他の群に比べ有意に長かったことを見い

だした。 

公聴会では、本知見の機序が質問され、拡張能障害症例では、術後肺鬱血が増加する

ことが原因と推察され、肺切除によって肺血管床が急激に減少し、術後の右心室の後負

荷の増大による影響が、左心室拡張機能障害を術前から呈する症例では術後に顕在化し

やすい可能性を指摘した。また、研究のプロトコールに関して主治医の判断バイアス（術

式や術後管理への影響）の可能性を質問されたが、本指標に関しては主治医には認知さ

れておらず、プロトコールの妥当性を示した。肺切除術に伴う血行動態の変化は、臨床

的に極めて重大な命題であり、詳細な機序の解明は今後のさらなる検討を期待したい。

公聴会での質疑に対しても，的確に答えており，学位に値すると考えられる。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに循環・呼吸機能制御医学 の進

歩に寄与するところが大きいと認める。 
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